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１． はじめに 

畑などに直接蒔いて育てる大豆や麦などの作物

は苗を移植する作物と異なり湿害の影響を受けや

すい。大豆は４～７月に種を蒔くため、梅雨の時期

に被ってしまい湿害の影響を受けてしまう可能性

が高くなる。被害が大きい年では、種の 2,3 割ほ

ど蒔き直しが必要となるが、発芽の確認は目視で

確認しているため蒔き直しの判断が遅れてしまう

[1]。畑の周囲に排水溝を作り湿害を防ぐ方法があ

るが、降水量によっては十分に排水されない問題

があった[2]。そこで本研究室では一昨年度から、

作物の状態を把握し、蒔き直しの時期の早期化を

目的として、土壌水分量を観測するための湿害モ

ニタリングシステムを試作している[3][4]。しか

し、土壌水分量センサの定量評価に関する問題と

蒔き直し判断の参考データとなる雨量の計測がで

きていなかった。本研究では湿害モニタリングの

ために雨量計を用いたセンサノードを開発し、土

壌水分量の観測実験を行う。 

２．システム構成と実験内容 

図 1 はシステムの構成を示す。センサノードに

は GPS、センサ、バッテリーがあり、マイコンに接

続されている。そして基地局側のマイコンと LoRa

を用いて通信し、取得したデータを確認すること

ができる。図 2 は本研究で製作し、設置したノー

ドを示す。今回のマイコンには Arduino Nano を使

用した。内部にあるマイコンに本研究のプログラ

ムを書き込み、ノード外形に組み込み設置する。そ

して防水用のケースに観測用 PCを入れノードに接

続コードで直接接続しターミナルソフトである

TeraTarm を利用し観測を行う。ノード外形の特徴

は、既存のケースを用いて四方をねじ止めする。そ

れらを支柱に括り付け地面にさすことで固定した。

ケースの下方部分のみ穴を開け土壌水分量センサ、

雨量計端子、接続コードを通し、それぞれを土壌観

測用 PC に接続する。雨量計は支柱の上部にある雨

量計用の突起に設置した。そのまま屋外に放置し

LoRa を経由して Google ドライブのスプレットシ

ートにデータが送られるように構成する。 

 

 

図 1 システムの構成 

 

 

図 2 設置したノード 

GPS

センサ

バッテリー

マイコン 無線機 無線機 マイコン

Google Drive

やslackなどの

ツール

無線機

基地局センサノード

インターネット

アップロード

レンタルサーバ

位置・時間

測定値

電源

変換

LoRa



 

 

図 3 ノードのフローチャート 

 

図 3は本実験のノードのフローチャートを示す。

GPS 情報のアップデート確認の後、５分ごとになっ

ているかを確認し、ノード番号、時間、緯度、経度

の順で送信し、その後雨量を観測する。雨量まで測

り雨量カウントを０に戻し繰り返す構成になって

いる。観測データはシリアル通信で TeraTarm に出

力させ、保存する。本システムは 10 月 10 日から

観測を開始し、現在も稼働中である。 

３．結果 

図 4 は晴れの時の土壌水分量と雨量をシリアル

出力したデータを示す。左端から「ノード番号」「時

間」「緯度」「経度」「土壌水分量」「雨量」の順番で

“，”で区切ったものとなっている。土壌水分量は

センサの出力が電圧のため［V］、雨量は［mm］で示

している。予備実験の結果から、0.6［V］以上は冠

水、或いは水分を含んでいる状態で、1.40［V］以

上からは土が乾いている状態であった。図に示す

土壌水分量は 1.47［V］〜1.48 ［V］であり、土が

乾 い て い る 状 態 を 示 し て い る と わ か る 。

 

図 4 シリアル出力したデータ 

４．まとめ 

 実験の結果から、土が乾いていると判断できれ

ば、蒔き直しが可能になると考えられる。更に、本

研究では 10 月 10 日からの観測であったが、降水

量が雨量計の 1 パルスより少なかった為、雨量は

観測ができなかった。よって、湿潤から乾燥までの

データが取得できていない。また、ノードのデータ

がスプレットシートに送られないという問題が発

生した。今後は降水量と雨量計の観測結果を比較

すること、湿潤から乾燥までのデータを取得及び

ノードのデータ送受信の問題について原因を突き

止め、解決することを目標とする。 
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